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そ の 他

高校生インターナショナル・サイエンス 0ス クール

夏休みに入って間もない 7月 22日 から7月 29日 のあい

だ高校生インターナショナル・サイエンス・スクールが

開かれた。このサイエンス・スクールは財団法人日本国

際教育協会の主催によるもので、アジア太平洋地域諸国

の高校生を招き、我が国の高校生とともに物理学分野 と

生物学分野の最先端の研究の現状を理解させること、お

よび各国の高校生達が交流を深めることにより、日本 と

アジア太平洋諸国間の相互理解 と友好親善の促進に寄与

することを目的としている。この計画は平成 6年度から

始まり、最初の 3年間は物理学については高エネルギー

物理学研究所、生物学については岡崎国立共同研究機構

で行われた。平成 9年度からの 3年間は物理学は引き続

き高エネルギー加速器研究機構 (旧高エネルギー物理学

研究所)が担当し、生物学は東京大学大学院理学系研究

科が担当することになった。実施 したプログラム名は

「生物科学プログラムJで、今年度が 3年計画の最終年

度に当たる。

今回は、インドネシア、オース トラリア、カナダ、韓

国、シンガポール、タイ、中国、ニュージーランド、フィ

リピン、マレイシアから各 1名、国内の11都道県から各

1名、合計21名 の高校生が参加した。講義と実習は、理

学部 2号館を中心に、理学系研究科附属植物園 (日光分

園)や国立科学博物館などで実施された。指導は主に生

物科学専攻の基幹講座および流動講座の教官が担当した

が、農林水産省農業環境技術研究所の主任研究官にもご

協力いただいた。23日 からの講義・実習に先立って、22

日に開校式が行われ、引き続き桃山学院大学の尾本恵市

教授 (本学名誉教授)に よる特別講演「Gelletic D市 er‐

sity of Human POpulatiOns in the Asian Pacific Area」

が行われた。

講義 。実習には、植物細胞、植物個体、地衣類、ウエ

の鞭毛、メダカ、カエルなどが用いられ、遺伝子導入、

形態観察、運動の観察、発生や分化に関する実験・観察、

更には日光における生物の多様性に関する野外実習など

が実施された。また、分類学や進化の理論に関する講義

なども行われ、極めて盛 り沢山のプログラムとなった。

写真はそれぞれ特別講演、カエルの発生の実習、分岐分

類学の講義の1コ マで、高校生達が熱心に講義に聞き入

り、実験を楽しんでいる様子が窺える。高校生が短時間

で理解するにはかなりきつい内容だったが、生物 とその

科学の多様性 と面白さは感じてもらえたと思う。また、

参加各国の高校生達力淋日気藷々と協力しあつて実験を行っ

ており、各国の相互理解と友好親善の促進にも貢献でき

たと考えている。

近 藤 矢巨 朗 (生物科学専攻)
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特別講演

万‖:

力エルの実習

分岐分類学の講義
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そ の 他

理学系研究科長 (理学部長)と理学部職員組合との交渉

1999年 5月 24日 、6月 21日 、7月 26日 に小間研究科長、

植田事務長 と理学部職員組合 (理職)と の間で定例研究

科長交渉が行われた。主な内容は以下のとおりである。

1.昇級・昇格等

5月 の交渉で理職は今年度 4、 5、 6級の文部省から

各大学への定数配分の状況を尋ねた。事務長は未確認な

ので本部へ問い合わせると答えた。また 6月 の交渉で理

職は今年度 5、 6級昇格者について本部から通知があっ

たかと尋ねた。事務長は通知はまだないが通知され次第

知らせると答えた。

5月 の交渉で理職は6月 末の勤勉手当配分比率を尋ね

た。これに対し事務長は通常60/100であり、最低 4回に

1回 は70/100であると答えた。

事務職員

5-7月 の交渉で理職は事務主任の 6級昇格要求につ

いての動きを尋ねた。この事務主任の係長発令は50歳、

しかし5級の辞令交付は54歳で在級年数は 4年 と短 く不

利であり、56歳で昇級延伸になるので特に理職は要求し

た。これに対し事務長は6月 の交渉で本部に相談してい

るが実現できていないと答え、 7月 の交渉では 5級昇格

の発令と同時に来るわけではない、今年枠が くるかこな

いかは不明であると答えた。

また 5月 の交渉で理職は、理学部各学科事務室の場合

女性職員が多 く、女性職員は全般的に昇格が遅 く4級、

5級発令が高年齢であり、ポストがない限り昇格できな

いので女性職員の昇格についてぜひ理学部で取 り組んで

欲しいと要求した。

5月 の交渉で理職は事務職員の専門職要求について動

きがあったかと尋ねた。これに対し事務長は特に動きが

なく情幸反を得ていないと答えた。

技術職員

5、 6月 の交渉で理職は 4名の 5級昇格者についてぜ

ひ実現して欲しいと要求した。特に5月 の交渉では、 1

人は在級年数が不足しているが年齢が高い場合は考慮さ

れる筈、また 1人はS63年に技官になっているにも関わ

らず 4級発令は平 5年で結果昇格が遅れていること、 1

人は同職種者が全員行 (一)中、 1人だけ行 (二)で採

用された為、機械加工関連の資格があるにも関わらず現

在の年齢からみる号俸は非常に低いということを訴えた。

事務長は本部へ出向き相談していると答えた。

6月 の交渉で理職は技術専門職員 5、 6級昇格者は今

年度から東大で決定することになった為、部局間で不均

衡がでないよう配慮してほしいと訴えた。また 4月 1日

付け技術専門職 4級 と技術専門官 6級の発令人数を尋ね、

事務長は該当者は各々 1名 と答えた。

7月 の交渉で理職は7月 に 3名の 5級昇格が実現した

ことに謝意を示し、昇格した在級年数、年齢、号俸の 3

基準で推薦順位を決めることを確認した。これに対し事

務長はこの 3基準で行っていると答えた。

図書職員

5-7月 の交渉で理職は行 (二)か ら行 (一)に振替

になり、年齢と号俸の条件は満たし、在級年数が 5年を

経過した図書職員について、来年度には在級年数が基準

に達するが高年齢であるので、ぜひ本年度中の 5級昇格

を実現するよう重ねて要求した。これに対し事務長は 7

月の交渉で、東大全体の枠の問題であり今年度昇格の可

能性が皆無ではないと答えた。また理職は6月 の交渉で

今年度在級、年齢、号俸の 3基準を満たす職員の 5級昇

格を要望した。

5月 の交渉で理職は、本部人事課 との勉強会に東職図

書部会から提出した資料を研究科長・事務長に手交した。

理職は図書職員昇格改善要求についてまとめられた資料

であることを説明し、図書業務の機械化・情報化の進行

が急速である上業務量は増加する為、図書職員の待遇改

善 として専門職員化が必要であると訴えた。これに対し

研究科長は理学部各専攻図書室員の専門性を取 り上げて

ポス ト要求するのは難しい、今後電子図書館関連の専門

職員要求はし易いだろうと答えた。

5月 の交渉で理職は、図書の組織化についてその後動

きがあるのかどうかを尋ね、現状で組織化しても定員を

減らすというマイナスにしか働かないという危惧がある

と訴えた。これに対し研究科長は特に動きはなく、今後

定員削減があると今の体市」を維持していくのは難しいと

述べた。

2.研修旅費・研修費

技術職員

6月 の交渉で理職は、昨年12月 に要望書を提出済の技

官の研修旅費について会計委員会での検討結果を尋ねた。

これに対し研究科長は今まで委任経理金の利子でサポー

トしていたが、財源がなくなった為今年度から教官の旅

費の一部を留保する、あるいは委任経理金の一部を留保

するという方法で充てると答えた。また科長は6月 の教

授会で委任経理金の 1%を共通経費 として出すことを了

解を得た、しかし希望額を出すのはかなり難しいと答えた。

7月 の交渉で理職はどの程度の予算枠になりそうかを

尋ねた。これに対し科長は助手に対する旅費 と同様に職

員の人数で総額を計算したところ今年度技官は78万円

程度で希望の 4分の 3程度であると答えた。また理職は

旅費の総額は7月 に分かるが、 4-6月 に研修に行きた
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い場合はどうすればよいかを尋ねた。これに対し科長は、

今後当該年度に前年度並の予算が降りるかは不明だがこ

の期間の研修ができないという制限はしていないと答え

た。理職は年体を取得した私費研修で事故が起きた場合

公務災害にならないと発言した。これに対し事務長は制

度上私費での研修は公務 と認められないので公務災害と

ならない、また科長はこれは問題であると答えた。

図書職員

5月 の交渉で理職は図書職員の研修費 と研修旅費につ

いて昨年に続き今年も予算要求し、要望は図書委員長か

ら会計委員長に文書で提出したので回答も会計委員長か

ら図書委員長宛に文書でもらいたいと要望した。これに

対し研究科長は承知したと答えた。また理職が研修旅費

検討の今後の予定について尋ねたところ、科長は6月 の

会計委員会で配分方針を決定し、 7月 の教授会で具体的

に金額を決定する、図書職員の研修旅費も会計委員会の

議題 となるよう留意しておくと答えた。 6月 の交渉で

理職は今年度研修費 と研修旅費の検討結果を尋ねた。研

究科長は研修旅費の財源は技官と同様であり、予算額は

希望の-29程度になるだろうと答えた。また科長は研

修費は前年度マニュアルの作成等有効活用されており昨

年度並に支出したいと答えた。 7月 の交渉で理職は研

修旅費 と研修費の予算額を尋ねた。研究科長は校費枠の

研修費は昨年並に出せるが、研修旅費は技官同様の計算

で算出したところ20万円代 となり、希望どおりではな

いと答えた。

3.独立行政法人化

5月 の交渉で理職は定員削減の上待遇改善はされず、

非常勤職員の指導等仕事も増力日し困窮する現状を訴えた。

これに対し研究科長は2003年 には独立行政法人化に対す

る最終結論を出さねばならず、個々の矛盾を解消する努

力も必要だが、組織そのものの変革期であると答えた。

6月 の交渉で理職は独立行政法人化検討のスケジュー

ルと状況を尋ねた。これに対し科長は提出の場合平13年

度概算要求事項で、今は移行する場合としない場合のシュ

ミレーションを将来計画検討委員会で検討中であり、大

学の特徴を個別法に盛 り込めるか否かも検討していると

答えた。理職は東大が法人化する場合、移行する組織単

位はどう考えれられているのか尋ね、科長は東大全体で

法人化するか否かの対応を決めたいと総長が発言してい

る、また法人化は独立採算性 と一体ではないと答えた。

7月 の交渉で理職は6月 の国大協総会で法人化につい

て議論があったか、また他に新たな情報はあるかと尋ね

た。これに対し科長は学部長会議で国大協総会について

報告があり、早急に検討を始めることになった、総長の

元に4テ ーマの検討会 (1.理想的な組織を議論、2.大学

組織 として国立と法人のどちらがベターかを議論、3.個

別法に盛 り込まれる内容を検討、4.国立、法人化以外の

第二の道を検討)が設置され、今年中に全体の結論を出

し、10月迄に中間報告を出す予定であると答えた。理職

は理学系では7月 に教官の検討会の場を持つそうだが助

手及び職員に説明会などを持つ予定があるかと尋ねた。

科長はまだそういう状況になく法人化の検討が進んだら

何 らかの場を持ちたいと答えた。理職は再度法人化移行

の際の組織単位を尋ね、科長は全く未定であると答えた。

理職は各大学で独立行政法人化した場合、職員の異動希

望が通 りにくくなる危惧を訴えた。科長は運用上異動が

できるよう考慮する必要があると答えた。理職は理学系

教授会 として独立行政法人化への反対声明は出さないの

かと尋ねた。科長は国に残っても十分定員がつく訳でな

く、即反対 という風に意見はまとまらないと答えた。

4。 その他

5月 の交渉で理職はセクハラ相談担当者を各専攻に設

置する事の概要説明を求めた。事務長は人事院規則に対

応し各専攻毎に男性の専攻長と女性の事務室職員を相談

員とし、相談依頼があった際には人事掛長に相談してほ

しいと答えた。理職は第二者が相談員となるべき、相談

員の研修も必要であると訴えた。これに対し科長は東大

で検討を重ねた結果ではなく今後別の体制に変わる可能

性はあると答えた。

5月の交渉で理職は田無にある原子核科学研究センター

移転についての状況と職員の扱いを尋ねた。これに対し

科長はサイクロトン利用設備のある理研に原子核の分室

ができる予定で、職員は公務員のままで働 くと回答した。

理職は調整手当が下がるなどの不利益がでないよう考慮

してほしいことを訴え、事務長は処遇が同じでないよう

なら要求していくつもりであると答えた。

6月 の交渉で理職は『新領域創成科学研究科関連の業

務について』という文書を同月研究科長に手交したが、

その後の対応と状況について尋ねた。科長は事務長から

新領域事務部に連絡してもらった、新領域の図書業務に

ついては新領域研究交流掛長、理学系図書掛長 と連絡を

取 りつつ問題点を話し合ってほしいと答えた。また旧専

攻で新領域所属者が利用したコピー代金については移算

で負担してもらう予定であると答えた。理職は新領域側

で主体的に図書業務について検討せよと文書で要求した

ことを言及したが、科長は新領域事務部では具体的に図

書業務の内容がわからない故、して欲しい仕事は具体的

に提示する必要があると答えた。

6月 の交渉で理職は『理学部職員組合書記局整備に関

する要望書』を手交し書記局整備を訴えた。事務長は検

討して可能なことは行いたいと答えた。

6月 の交渉で理職は文部省共済で団体終身保険を取 り

扱う東邦生命倒産についてその後の対応を尋ねた。事務

長は給与掛に問い合わせて回答すると答えた。

6月 の交渉で理職は理学系としてコンピュータ2000年

問題にどう対応するのかを尋ねた。科長は職員の個別対

応の必要があり、ネットワーク担当教官に相談しつつ進

めていくと答えた。
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r"がψ‐ ″  山 田 寧 ‐   ″   潮置換  物ン籍鶉tよ ウ

物  理   ノ  滴 野  藩  ■l.6t16  鼻 任  力蛯罐寵圃畿ヘ

曇  科  毅  東 山 暫 趣  獅  採 用

.～‐
″ヽ  投  雨 奮 鷺 太  ,  ″

物  理  が  石 山 薬 二  111駐 艶1 群 聯

鉱  物  だ  蒲 粛 博 司 lll,711 転 任  棄献 郎

塾  科   ″   藝 藤 由業子   』   採 用

物
.理   躙  判 渥 篠‐太  ll,7.5  鵬輔嘔  :llilア |.5-12,7.4

地  理  昴  71E崎 燿 蓄  咀`&1 転 任,1嘩 機 卿 1人Π隅 聯 い

物  理  ″  ま 藁 正 樹  〃   採 用

化  学  ″  聾 垣  墓  〃   柳

物  理  距  /1N林 酢 介  ll,a震  配m‐  m

ll:ill)                                               .1:言

:1)          .

揃 1農   官 1藤   厳  秦  輌 日 異動酪    備  1著

化 学 驀鼈 渡 辺 猿 子 ll‐ 8.1 酒屁 瘍 債 i瞬 1齢】

― 帥一



そ の 他

博士 (理学)学位授与者
平成11年 4月 12日 付学位授与者 (5名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目

課程博士  化  学  堀 本 ヨ1 子  液体分子線による溶液中および溶液表面分子のレーザー誘起過程

論文博士   〃   磯 部 寛 之  核酸結合性有機官能基化フラーレンの合成 とその機能

〃     〃   前 山 勝 也  あ券撃禽桑花農息
)カ ルボニル錯体を触媒 とする末端アセチレン化合物

〃     〃   久保田 岳 志  L― Edge XANESに よる担持金属微粒子上の吸着水素に関する研究

〃 鉱物学吉川 彰碍慟綸F勇教蘊 鰤令漏■T熙1紆

平成11年 5月 17日 付学位授与者 (3名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目

課程博士  天 文 学  津 川 元 彦  近接連星系における降着円盤爆発現象の論理的研究

論文博士  物 理 学  中 山 知 信  墜畠贔緩香雇±2併易
子・単分子層ヘテロ膜の成長と欠陥導入機構の実

〃   化  学  小 林 かおり  含窒素短寿命分子マイクロ波分光

平成11年 6月 14日付学位授与者 (4名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目

課程博士  情報科学  関 口 龍 郎  モーバイル言語システムに関する研究

〃   生物化学  大 町 美津枝  孵化後の生長に必要とされる線虫 kel_1遺伝子の単離 と解析

●    
論文博士  物 理 学  石 坂   智  アンチドット格子における電子輸送

〃   楊堪嚢曇  露 木   義  降水量データを用いた熱帯大気の 4次元変分法によるデータ同化

平成11年 7月 12日 付学位授与者 (3名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目    .

課程博士  情報科学  有 田 正 規  代謝系の再構築 :理論と実験

〃   地 質 学 モウ キョー トゥー  昇査ワ秀然響禽2級
震学的層序掘削試料、子L内計測、反射法地震波探査

論文博士  楊堪豪曇  道 田   豊  船舶搭載型ADCPデ ータの解析による黒潮及び表層エクマン層の構造

平成11年 7月 31日 付学位授与者 (1名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目

課程博士  物 理 学  吉 田   恭  発達した乱流における速度循環の統計法則についての研究
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